
　
モ
ノ
づ
く
り
日
本
会
議
は
今
後
も
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
の
あ
り
方
を
探
る
新
た
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
相
次
い
で
打
ち
出
す
。
具
体
的
な
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
期
が
固
ま
っ
て
い

る
も
の
も
あ
り
、
会
員
を
中
心
に
積
極
的
な
参
加
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
活
用
し
て

の
企
業
間
の
連
携
を
呼
び
か
け
る
。
ま
た
日
刊
工
業
新
聞
紙
面
な
ど
を
活
用
し
た
情
報

発
信
事
業
も
強
化
し
、
新
た
な
会
員
の
募
集
も
進
め
る
。

モノづくり日本会議

日
本
会
議
新
事
業
相
次
ぎ
始
動
「
モ
ノ
づ
く
り
力
徹
底
強
化
」
も

グローバル競争力確保設計・製造技術・生産管理など検証
６
月

日
開
催
の

企
画
推
進
委
員
会

　
モ
ノ
づ
く
り
日
本
会
議
は

こ
の
ほ
ど
、
第

回
企
画
推

進
委
員
会

共
同
議
長
会

員
、
常
任
幹
事
会
員
の
代
表

者
で
構
成

を
開
き
、

年

度
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
検

証
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の

事
業
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

大
き
な
柱
の
一
つ
で
あ
る

「
新
産
業
・
ビ
ジ
ネ
ス
創
出

・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
想
力

向
上
検
討
事
業
」
で
は
今
年

度
後
半
も
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
・

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
会
」

「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進
検
討

会
」
「
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
会
」

な
ど
の
活
動
を
予
定
。
「
グ

ロ
ー
バ
ル
競
争
力
強
化
関
連

事
業
」
で
は
今
年
度
新
た
に

始
め
た
「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
強
化
検
討
会
」
を
さ
ら
に

進
め
る
ほ
か
、
新
規
事
業
と

し
て
「
モ
ノ
づ
く
り
力
徹
底

強
化
検
討
会
」
を
立
ち
上
げ

る
。■

ネ
イ
チ
ャ
ー
・
テ
ク
ノ

　
ロ
ジ
ー
研
究
会

　

日
に
高
分
子
学
会
バ
イ

オ
ミ
メ
テ
ィ
ク
ス
研
究
会
、

ア
ス
ク
ネ
イ
チ
ャ
ー
・
ジ
ャ

パ
ン
と
大
津
市
で
ジ
ョ
イ
ン

ト
企
画
し
た
講
演
会
に
続

き
、

日
に
は
都
内
で
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
た
。
同
研

究
会
は
今
後
ネ
イ
チ
ャ
ー
・

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
念
頭
に
置

い
た
技
術
開
発
や
、
モ
ノ
づ

く
り
の
実
現
に
つ
い
て
、
会

員
企
業
が
参
画
で
き
る
場
を

順
次
提
供
し
、
最
終
的
に
ビ

ジ
ネ
ス
創
出
に
つ
な
げ
て
い

く
考
え
。

■
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
促
進
検
討
会

　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技

術
総
合
開
発
機
構

Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｏ

・
三
菱
総
合
研
究
所
と

共
催
で
順
次
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

を
展
開
す
る
。
４
月
に
第
１

弾
と
し
て
「
太
陽
光
発
電
」

を
テ
ー
マ
に
開
き
、
次
回
は

風
力
発
電
に
つ
い
て
シ
ス

テ
ム
開
発
、
発
電
事
業
な
ど

の
視
点
か
ら
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
予
定
。

■
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
会

　
８
月
３
日
に
都
内
で
「
福

島
第
一
原
発
の
復
旧
を
担
う

最
新
の
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
の
状

況
と
今
後
開
発
で
求
め
ら
れ

る
無
人
化
技
術
と
は
」
と
題

し
て
公
開
討
論
会
を
開
く
。

石
黒
周
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス

推
進
協
議
会
幹
事
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
に
よ
り
、
福
島
第

一
原
発
で
活
躍
す
る
ロ
ボ
ッ

ト
の
開
発
で
中
心
的
役
割
を

担
っ
て
い
る
千
葉
工
業
大
学

な
ど
か
ら
講
師
を
招
い
て
、

今
後
の
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
の
方

向
を
検
討
す
る
。

　
ま
た
、
モ
ノ
づ
く
り

日
本
会
議
が
こ
れ
ま
で

展
開
し
て
き
た
「
多
摩

ソ
ー
シ
ャ
ル
ロ
ボ
ッ
ト

研
究
会
」
の
事
業
を
今

後
拡
大
す
る
。
研
究
会

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す

る
佐
藤
知
正
東
京
大
学

教
授
を
中
心
に
、
研
究

会
メ
ン
バ
ー
や
日
本
会

議
会
員
も
募
っ
て
、
東

京
・
多
摩
地
区
で
事
業

展
開
す
る
予
定
。
具
体

的
に
は
佐
藤
教
授
の
呼

び
か
け
で
「
高
齢
者
統

合
サ
ー
ビ
ス
事
業
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
と
し
て
同
地
区
で

サ
ー
ビ
ス
業
、
病
院
、
福
祉

介
護
施
設
な
ど
と
も
連
携

し
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
調

査
・
分
析
を
行
い
、
実
験
的

な
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
に
向
け
て

準
備
を
進
め
る
。

■
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

　
強
化
検
討
会

　
製
造
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

と
共
同
で
「
安
心
・
安
全
を

支
え
る
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン

Ｇ
Ｓ
Ｃ

検

討
会
」
を
新
た
に
開
設
し
、

東
日
本
大
震
災
、
タ
イ
の
大

洪
水
災
害
と
い
っ
た
危
機
に

直
面
し
な
が
ら
も
早
急
に
復

旧
し
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

に
つ
い
て
分
析
・
研
究
を
進

め
た
。
今
後
も
日
本
会
議
会

員
メ
ン
バ
ー
を
募
り
、
Ｇ
Ｓ

Ｃ
の
リ
ス
ク
分
析
や
、
そ
れ

を
克
服
し
た
日
本
の
モ
ノ
づ

く
り
の
強
み
の
研
究
、
さ
ら

に
中
小
企
業
に
と
っ
て
の
Ｇ

Ｓ
Ｃ
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い

て
も
検
討
を
進
め
る
。

■
モ
ノ
づ
く
り
力
徹
底

　
強
化
検
討
会

　
現
今
の
厳
し
い
環
境
下
で

も
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
産
業

が
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
力
を
確

保
す
る
た
め
の
検
討
を
進
め

る
。
設
計
や
製
造
技
術
、
生

産
管
理
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
、
モ
ノ
づ
く
り
力
の

徹
底
強
化
策
を
探
る
。
具
体

的
に
は
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
活
用
に
よ
る
あ
ら
ゆ

る
工
程
の
自
動
化
策
、
情
報

・
通
信
技
術

Ｉ
Ｃ
Ｔ

を

駆
使
し
た
施
策
レ
ス
の
開
発

技
術
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
生
産

管
理
の
高
効
率
化
、
さ
ら
に

は
先
端
の
省
エ
ネ
技
術
な
ど

の
事
例
を
検
証
し
、
今
後
の

活
用
方
法
を
探
る
。

　
こ
の
ほ
か
９
月

日
に
は

都
内
で
「
日
本
に
残
し
た
い

経
営
と
は
」
と
題
し
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
く
。
「
日
本
で

い
ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い
会

社
」
大
賞
実
行
委
員
会
と
共

催
で
「
今
、
こ
ん
な
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、
実
践
し
た
い
経

営
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ

い
て
坂
本
光
司
法
政
大
学
大

学
院
教
授
の
基
調
講
演
、
芳

井
順
一
ツ
ム
ラ
会
長
の
特
別

講
演
を
中
心
に
催
す
も
の
。

　
ま
た
、

モ
ノ
づ
く
り

部
品
大
賞
は
今
月
末
か
ら
審

査
が
始
ま
る
段
階
で
、
現
在

「
駆
け
込
み
」
の
応
募
が
相

次
い
で
い
る
状
況
。

　
新
年
度
に
向
け
モ
ノ
づ
く

り
日
本
会
議
の
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
も
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
を
探
る
な
ど
こ
れ

ま
で
か
ら
一
歩
進
ん
だ
フ
ェ

ー
ズ
を
迎
え
る
。

生物多様性がもたらす持続可能性社会に向けてシンポジウム
　モノづくり日本会議は高分子学会バイオミ
メティクス研究会、アスクネイチャー・ジャ
パン、科学技術振興機構と共催して７月
日、大津市の大津市民会館でシンポジウム
「生物多様性がもたらす持続可能性社会に向
けて」を開いた。生物多様性から持続可能な
社会の実現を考える場として有識者３人の講
演と、講演者を加えた計６人によるパネルデ
ィスカッションを行った。会場には 人が
来場して講演者の話を熱心に聴き入った。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
有
識
者
・
講
演
者
ら
６
人
が
パ
ネ
ル

討
論
を
行
っ
た

日
・
大
津
市
民
会
館

ネ
イ
チ
ャ
ー
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
会
大
津
市
で
講
演
・
パ
ネ
ル
討
論
会

自然に学ぶモノづくり

昆
虫
の
構
造
・
低
摩
擦
技
術
・
太
陽
エ
ネ
に
注
目
生
物
と
工
学
、
環
境
科
学
連
携
を
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２
０
１
２
年
４
月
に
発
足

し
た
高
分
子
学
会
バ
イ
オ
ミ

メ
テ
ィ
ク
ス
研
究
会
と
、
ア

ス
ク
ネ
イ
チ
ャ
ー
・
ジ
ャ
パ

ン
、
モ
ノ
づ
く
り
日
本
会
議

の
ネ
イ
チ
ャ
ー
・
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
研
究
会
の
ジ
ョ
イ
ン
ト

企
画
と
し
て
実
施
し
た
。
冒

頭
、
バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ク
ス

研
究
会
の
会
長
を
務
め
る
東

北
大
学
原
子
分
子
材
料
科
学

高
等
研
究
機
構
の
下
村
政
嗣

教
授
が
「
自
然
に
学
ぶ
モ
ノ

づ
く
り
や
環
境
を
考
え
よ
う

と
い
う
団
体
が
集
ま
り
企
画

し
た
」
と
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
意
義
を
強
調
し
た
。

　
東
京
都
江
戸
川
区
立
小
松

川
第
二
中
学
校
の
阿
達
直
樹

教
諭
が
「
生
物
に
学
ぶ
：
昆

虫
の
ミ
ク
ロ
の
構
造
と
そ
の

機
能
」
と
題
し
て
講
演
。
電

子
顕
微
鏡
で
と
ら
え
た
昆
虫

の
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
分
の

構
造
を
紹
介
し
た
。

　
例
え
ば
、
蚊
の
細
長
い

口
吻
の
画
像
を
示
し
な
が
ら

こ
う
ふ
ん

「
組
織
に
入
り
や
す
く
す
る

た
め
の
形
状
に
な
っ
て
い

る
」
と
説
明
。
「
生
物
の

体
に
は
手
抜
き
が
な
い
。

工
夫
し
た
構
造
に
な
っ
て

い
る
」
と
生
物
の
構
造
が

機
能
的
で
あ
る
こ
と
を
訴

え
た
。

　
ま
た
、
ハ
チ
の
羽
に
つ

い
て
「
前
と
後
ろ
の
羽
を

連
結
さ
せ
て
飛
ん
で
い

る
。
針
金
で
羽
を
試
作
し
て

み
た
が
、
前
後
の
羽
が
は
ま

り
や
す
く
折
り
畳
む
時
は
外

れ
や
す
く
な
っ
て
い
る
」
と

そ
の
構
造
を
解
説
。
こ
の
ほ

か
、
さ
ま
ざ
ま
な
昆
虫
の
足

の
形
状
を
比
較
し
て
そ
の
機

能
を
説
明
し
た
り
、
昆
虫
の

面
白
い
構
造
を
画
像
で
紹
介

し
た
り
し
た
。　

続
い
て
東
北

大
学
大
学
院
工

学
研
究
科
の
足

立
幸
志
教
授
が

「
生
物
に
学
ぶ

工
学
：
持
続
可

能
な
社
会
を
も

た
ら
す
摩
擦
の

世
界
」
を
演
題

に
講
演
。
摩
擦

に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
ロ
ス
を
二

酸
化
炭
素

Ｃ

Ｏ
２

の
排
出

量
に
換
算
す
る

と
「
家
庭
か
ら

排
出
さ
れ
る
Ｃ

Ｏ
２
の

％
は

摩
擦
に
起
因
し
て
い
る
」
と

分
析
。
「
低
摩
擦
技
術
は
Ｃ

Ｏ
２
削
減
に
貢
献
す
る
技
術

に
な
る
」
と
強
調
し
た
。
機

械
の
摩
擦
・
摩
耗
を
防
ぐ
こ

と
に
よ
り
、
国
内
総
生
産
の

数
％
に
相
当
す

る
省
資
源
・
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
効

果
が
あ
る
と
い

う
試
算
を
紹
介

し
た
。

　
ま
た
、
ハ
コ

フ
グ
の
形
を
取

り
入
れ
た
自
動

車
や
サ
メ
肌
を

模
倣
し
た
水
着

な
ど
を
示
し
な

が
ら
、
生
物
に

は
摩
擦
を
減
ら

す
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
機
能
や

ヒ
ン
ト
が
あ
る

こ
と
を
説
明
。

「
生
物
の
機
能
を
加
工
や
材

料
に
落
と
し
込
ん
で
摩
擦
の

少
な
い
機
械
を
つ
く
り
、
持

続
可
能
な
社
会
に
貢
献
し
た

い
」
と
述
べ
た
。

　
最
後
に
レ
ス
ポ
ン
ス
ア
ビ

リ
テ
ィ
の
足
立
直
樹
代
表
取

締
役
が
「
持
続
可
能
社
会
に

向
け
て
：
生
物
多
様
性
と
経

済
活
動
」
を
演
題
に
講
演
し

た
。
足
立
氏
は
人
口
増
加
と

人
間
活
動
の
増
大
に
よ
っ
て

「
人
間
は
１
９
７
０
年
代
に

地
球
の
限
界
を
超
え
た
活
動

を
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で

は
持
続
不
可
能
だ
」
と
問
題

提
起
し
、
自
然
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
解
決
方
法
を
学
ぶ
可
能

性
を
指
摘
し
た
。

　
例
え
ば
、
地
球
上
に
お
け

る
総
重
量
が
、
人
間
全
体
と

同
程
度
と
い
う
ア
リ
の
生
態

が
自
然
界
に
悪
影
響
を
与
え

て
い
な
い
点
を
説
明
。
ま

た
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取

り
込
ん
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
生

物
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
提
供
す

る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
植

物
か
ら
「
仕
組
み
を
も
っ
と

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
」
と
、

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
さ
ら
な

る
活
用
を
訴
え
た
。
こ
の
ほ

か
、
「
地
球
上
に
は
３
０
０

０
万
―
５
０
０
０
万
種
の
生

物
が
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
を
利
用
す
る
こ

と
で
持
続
可
能
な
社
会
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
の

見
通
し
を
示
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し

て
３
人
の
講
演
者
の
ほ
か
、

高
分
子
学
会
前
副
会
長
の
高

原
淳
九
州
大
学
先
導
物
質
化

学
研
究
所
教
授

と
下
村
教
授
が

登
壇
。
モ
デ
レ

ー
タ
ー
を
モ
ノ

づ
く
り
日
本
会

議
で
ネ
イ
チ
ャ

ー
・
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
研
究
会
を

主
宰
す
る
東
北

大
学
大
学
院
環

境
科
学
研
究
科

の
石
田
秀
輝
教

授
が
務
め
た
。

　
石
田
氏
は
持

続
可
能
な
社
会

の
実
現
に
つ
い

て
「
地
球
の
こ

と
を
考
え
た
モ

ノ
づ
く
り
・
暮
ら
し
方
と
、

人
の
こ
と
を
考
え
た
モ
ノ
づ

く
り
・
暮
ら
し
方
が
同
時
に

成
立
で
き
る
時
、
持
続
可
能

な
社
会
が
で
き
る
と
思
う
」

と
持
論
を
披
露
。
ま
た
、
ネ

イ
チ
ャ
ー
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

研
究
会
は
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

だ
け
で
は
環
境
の
劣
化
を
止

め
ら
れ
な
い
。
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
変
え
な
い
と
い
け
な

い
」
と
の
認
識
か
ら
取
り
組

み
始
め
た
活
動
で
あ
る
こ
と

を
紹
介
し
た
。

　
下
村
氏
は
バ
イ
オ
ミ
メ
テ

ィ
ク
ス
研
究
会
に
つ
い
て

「
工
学
に
と
っ
て
生
物
に
学

ぶ
と
い
う
こ
と
は
パ
ラ
ダ
イ

ム
シ
フ
ト
に
な
り
、
当
然
、

技
術
革
新
が
つ
い
て
く
る
。

生
物
と
工
学
、
環
境
科
学
が

連
携
す
る
場
が
必
要
」
と
述

べ
、
異
分
野
連
携
を
推
進
す

る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
場
と
す
る
こ
と
を
強

調
。
バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ク
ス

の
国
際
標
準
化
機
構

Ｉ
Ｓ

Ｏ

化
の
動
き
に
対
応
す
る

た
め
、
同
研
究
会
が
高
分
子

学
会
の
傘
下
で
活
動
す
る
に

至
っ
た
経
緯
も
説
明
し
た
。

　
高
原
氏
は
高
分
子
学
会
や

高
分
子
の
役
割
を
取
り
上
げ

な
が
ら
「
バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ

ク
ス
で
も
貢
献
で
き
る
の
で

は
」
と
言
明
。
ま
た
、
自
然

の
機
能
が
、
な
か
な
か
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
と
し
て
活
用
が
進

ま
な
い
問
題
に
つ
い
て
「
根

源
に
は
、
日
本
の
学
問
体
系

が
縦
割
り
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
問
題
が
あ
る
。
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
に
や
ら
な
い
と
取
り

残
さ
れ
て
し
ま
う
」
と
危
機

感
を
示
し
た
。
高
分
子
学
会

は
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
分
野
の

研
究
者
か
ら
な
っ
て
い
る
こ

と
を
紹
介
し
、
研
究
の
縦
割

り
打
破
の
必
要
が
あ
る
こ
と

を
訴
え
た
。

　　 ２０１２年 平成２４年 ７月２６日 木曜日 　　 （ ）


